
埼玉県消防学校 

消防職員専科教育 

 

第１４期予防査察科を実施しました 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

[期  間] 令和６年８月１５日（木）から８月２７日（火）まで 

      ９日間（７２時間） 

[会  場] 埼玉県消防学校 

[到達目標] 査察業務に関する専門知識及び技能を習得し、厳正で公 

     正な査察及び重大な違反対象物に対する是正指導、権限行 

     使が行える。 

[教育対象] 予防・査察業務担当として従事している者又は従事する 

     予定の者 

[修 了 者] ２６消防本部（局）６９名（平均年齢３４．８歳） 

 



 

令和６年度消防職員専科教育      

第１４期予防査察科日課表 
        

月日 第１時限 第２時限 第３時限 第４時限 第５時限 第６時限 第７時限 第８時限 

曜日 8:30～9:20 9:30～10:20 10:20～11:10 11:10～12:00 13:00～13:50 14:00～14:50 15:00～15:50 15:50～16:40 

8 月

15 日 
入校式 消防査察・消防用設備１ 予防査察行政の現状と課題 

（木） 担当教官 川口市消防局講師 総務省消防庁消防大学校講師 

8 月

16 日 
消防査察・消防用設備２ 消防同意の概要１ 建築物の構造規制等 

（金） 川口市消防局講師 埼玉西部消防局講師 建築安全課講師 

8 月

19 日 
防火管理制度の概要等 消火設備 

（月） 春日部市消防本部講師 ニッタン株式会社講師 

8 月

20 日 

違反処理要領１ 

（基本的留意事項等） 
避難器具等の構造機能 

（火） さいたま市消防局講師 オリロー株式会社講師 

8 月

21 日 
消防同意の概要２ 製造所等に対する規制と査察要領 

（水） 埼玉西部消防局講師 越谷市消防局講師 

8 月

22 日 

違反処理要領２ 

（違反処理の手続き・処理要領等） 

（木） さいたま市消防局講師 

8 月

23 日 

職責と 

心構え 
消防用設備等の構造機能 

（金） 副校長 ホーチキ株式会社講師 

8 月

26 日 
効果測定 予防実務の視点と参考事例 

埼玉県の予防査察

行政の現状と課題 

実務研究課題討議 

査察・違反処理事例 

（月） 担当教官 災害危機管理アドバイザー講師 消防課講師 担当教官 

8 月

27 日 

実務研究課題討議 

（査察・違反処理事例） 
修了式 

（火） さいたま市消防局講師 担当教官 

 

  



座学講義 リモート講義 

  

図面審査（消防同意） グループワーク（違反処理要領） 

  

査察実習 査察実習 

  

シミュレーション訓練（立入検査） シミュレーション訓練（書類作成） 

  



埼玉東部消防組合消防局  酒巻 なお 消防司令補 ＊総代 

 

修了しての感想 

 初日からグループ討議がありテーマに対しどのように意見を出し合い結論に導くか、心配

なところがありましたが、様々な視点からの発言を聞きながら討議することにより、テーマ

に対する結論を出すことの大切さを学ぶことが出来ました。今後の糧としていきたいと思い

ます。 

 思い出としては、一日限りではありますが、授業が Zoom になったことです。背景が丸見

えだったことを後で知り、ぼかし機能を教えてもらい少し賢くなりました。笑 

 終わりに、今回の参加者は６９名、うち８名は女性というなかで、お互い強く支え合いなが

ら何とか無事に修了することができ、教官の皆様、同期に心から感謝申し上げます。 

 このような貴重な経験を今後の仕事に活かすべく一層精進してまいりたいと思います。 

 

後輩へのメッセージ 

 この研修を通じて、多くの学びと貴重な経験を得ることができました。地域の安心安全を

守るため、どのような状況でも、仲間との絆を大切に、様々な視点から意見を出し合い対処す

る姿勢が大切であると感じました。 

 

 

 

吉川松伏消防組合消防本部  京谷 忠秀 消防司令補 ＊副総代 

 

修了しての感想 

 予防査察科では、消防の最前線たる火災予防を目的とした、

物件の消防同意や立入検査の関係法令や法的根拠の講義を

学びました。その知識を、実務を前提としたグループワーク

で再確認することで理解が更に深まったと思います。 

 第 14 期予防査察科で同期となった 69 名の仲間たちと

希少案件や困難事例等を情報共有しながら知識・技術を向上

させ、火災予防に邁進していきます。 

 

後輩へのメッセージ 

 予防査察科では県内消防本部の仲間と交流を深めることで所属に戻った際に対応に苦慮す

る案件を相談することができます。 

 政令市や山間部等、地域ならではの案件等実績のある仲間から注意点も含めて聞くことで

実務の大きな助けとなり、その経験を基に今度は自らが情報を発信する側になることができ

ます。 

 知識、技術も大事ですが、人脈という財産を得るため、皆さんも是非予防査察科への入校を

希望しましょう！ 


